
単元未満株式の買増請求制度とは、1単元（1,000株）に満たな
い株式を有する株主さまが、当行から1単元に不足している株式
を買増し、1単元の株式にできる制度です。

単元未満株式の買取請求制度とは、当行が株主さまから、1単元
（1,000株）に満たない株式を買取りさせていただく制度です。

いずれの手続きも、口座を開設されている口座管理機関（証券
会社等）においてお受けしております。
証券会社等に口座を開設していない株主さまは、特別口座の口
座管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社においてお受け
いたします。

「買増請求」「買取請求」につきましては、毎年3月末及び9月末に
取次停止期間がございますのでご留意ください。
詳細につきましては、左記の三菱UFJ信託銀行株式会社にお問
い合わせください。

事業年度
毎年4月1日から翌年3月31日までといたします。

定時株主総会
毎年6月に開催いたします。

配当金のお支払
期末配当金　3月31日現在の株主に対しお支払いいたします。
中間配当金　中間配当を行う場合は、9月30日現在の株主に対

しお支払いいたします。
なお、配当金のお受け取りには、お近くの当行本支店の預金口座
への振込みをご指定いただきますと便利です。

 基準日
定時株主総会については、毎年3月31日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

 株式事務取扱場所
株 主 名 簿 管 理 人
 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関
 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
株 主 名 簿 管 理 人
 三菱UFJ信託銀行株式会社
事 務 取 扱 場 所
 大阪証券代行部
各 種 お 問 合 せ
　（郵 便 物 送 付 先） 〒541-8502
 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
 三菱UFJ信託銀行株式会社
 大阪証券代行部
　（ご 照 会 先）　0120-094-777（通話料無料）
　（ホームページアドレス）　http://www.tr.mufg.jp/daikou/
〈株式に関する各種お手続き〉
届出住所・姓名などの変更、配当金の振込先の指定または変更、
単元未満株式の買取請求及び買増請求などについては、口座開
設されている証券会社等（証券会社等に口座開設されていない
株主さまは、上記の三菱UFJ信託銀行株式会社）へお届出くださ
い。

公告掲載方法
日本経済新聞に掲載いたします。

発行済株式の総数 ： 310,076千株
株 主 数 ：   10,367名
所有者別株式数

公共団体
0.00％
0千株

金融機関
36.38％
112,792千株

証券会社
0.66％
2,059千株

個人・その他
19.67％
60,979千株

外国法人等
8.13％
25,203千株

一般法人
35.16％
109,039千株

「単元未満株式の買増請求制度」と「単元未満株式の買取請求制
度」のいずれかをご利用いただけます。（「買増請求」「買取請求」に
伴う手数料は必要となります。）
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経営の健全性について 株式情報

＊破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産手続開始の申立て等の事由により経営
破綻した債務者への債権及びこれらに準ず
る債権をいいます。
＊危険債権
経営は破綻していないが経営悪化等により、
今後経営破綻となる可能性の高い債権を
いいます。
＊要管理債権
3カ月以上延滞している貸出金と債務者の
経営再建又は支援を図るために金利減免や
元金返済猶予等を実施した貸出金の合計を
いいます。（要管理債権は個別貸出金単位）
＊正常債権
上記「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」「危険債権」及び「要管理債権」以外の債
権をいいます。

正常債権
2兆5,303億円
97.11%

債権合計　2兆6,056億円
（平成25年9月30日現在）
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不良債権比率

金融再生法開示債権の推移と対応状況（金額単位未満：四捨五入）
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　連結自己資本比率は平成25年9月末現在で11.66％となっ
ており、引き続き十分な水準を確保しております。
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　当行は、ムーディーズ社（Moody's）から長期預金格付に
ついて「A3」を、日本格付研究所（JCR）から長期発行体格
付について「A」の格付を取得し、国内外の格付機関から経
営の健全性が評価されています。

（平成25年9月30日現在）
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連結自己資本比率の推移

当中間期末の金融再生法開示債権ベースの不良債権残高は、前期末比
45億47百万円減少し、752億74百万円になりました。また、債権合計に占
める不良債権比率は前期末比0.22ポイント低下して2.88％となりました。

金融再生法開示債権の状況

格付 株式のご案内 株式の状況（平成25年9月30日現在）

1単元（1,000株）に満たない株式を
ご所有の株主さまへ

ムーディーズ
Moody's

日本格付研究所
JCR

履行能力

11.73 11.6611.63

＊金融再生法開示債権とは
金融再生法に基づき、与信額（貸出金・外国為替・支払承諾
見返・未収利息・仮払金〈貸出金に準ずるもの〉及び銀行保
証付私募債）を対象とし債務者単位で区分しております。
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